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Abstract:Thesingle-crystalX-raydiffractionanalysisofthe1:1saltof(R)-(+)Ill(4-methylphenyl)ethylamineand

4,4,4-trinuoro-3-(4-methoxyphenyl)butanoicacidwascarriedout,andtheabsoluteconfigurationortheacidwas

determined.Aferroelectricliquidcrystal(FLC)wassynthesizedusingtheacid,arelationshipbetweenthestructureof

thePLCanditsspontaneouspolarizationwasdiscussed.

1.導入

多くの優れた特性を持つ強誘電性液晶 (FLC)は､次世代の平面型表示デバイスの材料として注目され

ており､近年その実用化も始められている1-30FLCディスプレイの重要な物性の一つである応答時間は､

その自発分極 (Ps)に大きく依存しており､液晶の粘性が同じであれば､p.Sが大きいほど応答時間の短

縮化が可能であることがわかっている｡そこで,より大きなPsを発現するFLC材料を開発することを目

的として多くの材料が合成されてきている｡FLC分子は一般的にFigu｢e lに示すような構造をもってお

り､分子中央部にコアと呼ばれる芳香環で構成された堅い部位と､その両端に柔らかいアルキル鎖をもって

いる｡また､強誘電性を発現するためには､分子中に不斉部位をもっていることが必要である｡Psを大き

くするためには､大きな分極構造をもつ不斉部位をできるだけ強固に固定することが必要であり.一般にフ

ッ素などの極性基をコアに近づけることで､Psを増大させることができる｡
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のスイッチング過程については､まだ完全にはわかっていない

が､ジグザグーモデルと呼ばれる簡単なモデルで説明す

ることができる｡すなわち､Figure2のように

液晶分子を単純化して､極性基が向いている方向から

Psの符号を考えるもので､このような考え方から

Psの符号と液晶の絶対構造が対応していることが経

験的に確かめられている｡特に､ベンジル位に不斉な極性基をも

つFLCについては､この両者にはっきりとした相関性が確かめられており
､
P

sの符号を確かめることによってその絶対構造を求め
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ofFLCmolecuJe.ることが可能であり､これは光学活性化合物



トリフルオロメチル不斉構造をもつカルボン酸の単結晶X線構造解析からその絶対構造を求め､このカルボ

ン酸から誘導されたFLCのPsの符号について調べたので報告する｡

2.実験

比旋光度の符号が (+)である4,4,4-ト｣フルオロ-31 (4-メトキシフェニル)ブタン酸と

(R)- (+)-1- (4-メチルフェニル)エチルアミンの塩を作成し､これを水から数日かけて結晶を

成長させた｡これを､マックサイエンス社製MXC3Kにて測定をおこない (CuK｡,50kV,40mA)､測定デ

ータはCRYSTANにて解析をおこなった｡また､4,4,4-トリフルオロー31 (4-メトキシフェニル)

ブタン酸から､Figure3に示す構造をもつ強誘電性液晶を合成し､その物理特性を測定した',0
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re3 Structu ra l fo rmulaofthePLC.3.結果と考

察単結晶X線構造解析の結果をTablelに､オルテップ図をFigure4に示す｡
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Figure 5 Zigzag-model of the FLC molecule.
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